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司
祭　

パ
ウ
ロ
　
竹
　
内
　
　
　
宗
　

キ
ャ
ソ
リ
ッ
ク
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ

（
伝
統
と
遺
産
）

キ
ャ
ソ
リ
ッ
ク
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ

（
伝
統
と
遺
産
）

　

も
う
十
年
以
上
も
前
の
事
で
す
。

聖
職
の
集
ま
り
で
教
区
の
将
来
に
つ

い
て
雑
談
し
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は

あ
ま
り
深
く
考
え
ず
、
財
政
状
況
や

聖
職
の
人
数
な
ど
か
ら
、
教
会
も
い

ず
れ
統
廃
合
の
時
代
が
来
る
の
で
は

な
い
か
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
す
る

と
、
一
人
の
先
輩
聖
職
か
ら
お
叱
り

を
受
け
ま
し
た
。
教
会
は
神
様
の
ご

計
画
の
う
ち
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
私
た
ち
が
そ
う
簡
単
に
変
え
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
こ
れ
ま

で
携
わ
っ
て
き
た
聖
職
・
信
徒
の
祈

り
と
働
き
を
無
駄
に
は
で
き
な
い
と

言
う
内
容
で
す
。
今
も
心
に
残
る
大

切
な
言
葉
で
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

今
年
の
７
月
４
日（
土
）
徳
山
聖

マ
リ
ア
教
会
で
第
四
回
教
会
歴
史
研

究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
徳
山
で
は

毎
年
７
月
の
第
１
日
曜
日
に
教
会
関

係
教
役
者
の
逝
去
者
記
念
礼
拝
が
行

わ
れ
説
教
者
を
招
聘
し
、
そ
の
前
日

に
集
会
や
講
演
会
な
ど
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
教
会
歴
史

研
究
会
」
で
す
。
こ
の
会
で
は
信
徒

全
員
が
研
究
員
と
な
っ
て
歴
史
文
書

の
電
子
化
、古
文
書
や
写
真
の
判
読
、

年
表
や
文
書
の
と
り
ま
と
め
を
分
担

し
発
表
し
ま
す
。
今
回
は
講
師
に
信

岡
章
人
司
祭
を
お
招
き
し
、
山
口
県

内
の
聖
公
会
、
特
に
下
関
の
教
会
に

派
遣
さ
れ
た
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖

堂
初
代
キ
ャ
ノ
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ノ

エ
ル
・
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭
の
お
働
き

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

英
国
人
宣
教
師
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭

は
１
８
９
７
年
生
ま
れ
、
ダ
ラ
ム
で

学
び
１
９
２
２
年
執
事
按
手
を
受
け

リ
バ
プ
ー
ル
の
教
会
に
派
遣
さ
れ
、

翌
年
司
祭
に
叙
階
、１
９
２
６
年
Ｓ
・

Ｐ
・
Ｇ（
英
国
福
音
宣
布
協
会
）
の
活

動
に
加
わ
り
神
戸
教
区
に
赴
任
さ
れ

ま
し
た
。
信
岡
司
祭
に
よ
れ
ば
、
ス

ト
ロ
ン
グ
司
祭
は
聖
公
会
が
持
つ
良

き
伝
統
と
遺
産
（
キ
ャ
ソ
リ
ッ
ク
・

ヘ
リ
テ
ー
ジ
）
を
大
切
に
さ
れ
た
方

で
、
主
教
の
右
腕
と
な
り
下
関
の
伝

道
を
成
功
さ
せ
、
特
に
信
徒
に
対
し

て
は
誠
実
で
き
め
細
か
な
ケ
ア
を
さ

れ
る
方
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
働
き
の
一
端
を
知
ら
せ
る
神

戸
教
区
第
二
代
主
教
バ
ジ
ル
師
父
の

『
書
簡
集
』（
神
戸
教
区
歴
史
編
纂
委

員
会
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭
が
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
働
き
を
し
て
お
ら
れ
る

か
、
ま
た
こ
の
地
方
部
〔
現
在
の
神

戸
教
区
の
こ
と
：
筆
者
注
〕
の
西
端

で
の
拡
充
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
彼

は
下
関
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル

教
会
と
松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
を
託

さ
れ
て
い
る
司
祭
で
す
。
こ
の
二
つ

の
場
所
は
、
一
晩
の
船
旅
ほ
ど
隔
た

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
彼
は
毎
月
、

松
山
に
行
っ
て
い
る
の
で
す
。」（
書

簡
第
32
号
・
下
巻
43
頁
）。

　

こ
の
他
、
書
簡
に
は
ス
ト
ロ
ン
グ

司
祭
が
山
口
、
宇
部
、
下
松
、
四
国

は
今
治
な
ど
各
地
を
列
車
や
船
で
訪

問
し
、
あ
る
場
所
で
は
信
徒
の
仕
事

の
都
合
か
ら
早
朝
５
時
に
聖
餐
式
を

行
い
、
ま
た
列
車
を
乗
り
継
ぐ
間
に

個
人
懺
悔
を
受
け
る
な
ど
の
ハ
ー
ド

な
お
働
き
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
働
き
を
、
バ
ジ
ル

主
教
は
「
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭
と
彼
の

同
労
者
た
ち
が
ど
ん
な
に
た
ゆ
ま
ず

働
い
て
い
る
か
、
ど
れ
ほ
ど
広
い
地

域
で
失
わ
れ
た
信
徒
と
言
わ
れ
る

人
々
を
探
し
求
め
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
が
お
分
か
り
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」（
下
巻
91
頁
）
と
伝
え
て
い

ま
す
。
こ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
に
よ

っ
て
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭
は
困
難
な
状

況
に
遭
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
敵
性
外

国
人
と
い
う
理
由
で
拘
束
さ
れ
、
本

国
送
還
ま
で
の
八
ケ
月
間
に
お
よ
ぶ

抑
留
生
活
で
す
。
機
会
が
れ
ば
教
区

歴
史
編
纂
委
員
会
編
の
『
聖
職
の
姿

　

わ
た
し
の
父
』
40
〜
48
頁
を
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

今
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
と
言
っ
た
大
き
な
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
加
え
て
地
方
の
町
々
は

都
市
の
そ
れ
よ
り
深
刻
で
す
。
企
業

や
官
庁
・
学
校
な
ど
は
合
理
化
の
名

の
も
と
に
、
再
編
・
整
理
、
廃
止
・

統
合
・
縮
小
な
ど
を
推
し
進
め
て
い

ま
す
。
教
会
も
社
会
と
同
じ
よ
う
に

こ
の
波
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
こ
の
よ
う
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
先
達
が

積
み
上
げ
て
き
た
「
伝
統
と
遺
産
」

を
、
感
謝
を
も
っ
て
受
け
継
ぎ
、
教

会
の
素
晴
ら
し
さ
、
イ
エ
ス
様
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
器
と
な
れ
る
よ

う
共
に
祈
り
求
め
た
い
も
の
で
す
。

　

高
松
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
礼
拝
堂
は
、

今
年
で
築
50
年
に
な
り
ま
す
。
建
築

当
初
は
斬
新
な
建
物
と
し
て
建
築
業

界
の
注
目
の
的
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
す
っ
か
り
老
朽
化
し
、
随
所
に

傷
み
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に

外
壁
は
タ
イ
ル
仕
上
げ
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、50
年
前
の
素
材
だ
け
に
、

煉
瓦
の
半
分
程
度
の
厚
み
と
重
量
が

あ
り
、
ま
た
そ
の
接
着
部
分
が
剥
が

れ
て
浮
き
上
が
り
、
中
に
は
手
で
剥

が
せ
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状
態
で
は

大
地
震
で
な
く
て
も
剥
離
・
落
下
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
設
計
社
に
訊

ね
る
と
、
今
で
は
こ
う
し
た
タ
イ
ル

は
危
険
を
避
け
る
た
め
に
使
わ
れ
な

く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ニ
ュ
ー

ス
で
も
ビ
ル
の
外
壁
が
落
下
し
て
通

行
人
が
怪
我
を
し
た
こ
と
が
し
ば
し

ば
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
会
と
い

う
多
く
の
人
達
が
出
入
り
す
る
場
所

に
こ
の
よ
う
な
危
険
箇
所
が
あ
る
こ

と
は
放
置
出
来
ず
、
受
聖
餐
者
総
会

で
改
修
を
決
議
し
ま
し
た
。

  

し
か
し
建
築
専
門
家
の
い
な
い
教

会
委
員
会
で
は
ど
う
い
う
具
体
策
を

採
る
べ
き
か
判
断
出
来
ず
、
設
計
業

者
に
建
物
診
断
と
対
策
を
提
示
し
て

貰
い
、
施
工
業
者
数
社
か
ら
見
積
も

り
を
と
り
、
施
工
業
者
を
選
定
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
こ
こ
で
一
つ
の
大
き
な
問

題
に
直
面
し
ま
す
。
そ
れ
は
タ
イ
ル

を
剥
が
し
た
後
の
下
地
部
分
の
状
態

に
よ
っ
て
は
、
追
加
工
事
の
必
要
が

出
て
く
る
と
の
こ
と
。
案
の
定
、
下

地
は
亀
裂
が
入
っ
て
い
た
り
、
雨
水

の
為
か
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が

た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。
当
初

の
見
積
額
は
５
４
０
万
円
で
し
た

が
、
追
加
工
事
に
約
３
４
０
万
円
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

予
想
外
の
出
費
は
教
会
財
政
に
大
き

な
負
担
で
あ
り
、
積
み
立
て
た
基
金

を
使
い
果
た
す
と
運
転
資
金
が
確
保

出
来
な
く
な
り
ま
す
。
と
言
っ
て
、

始
め
て
し
ま
っ
た
工
事
を
途
中
で
中

断
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
困
り
果

て
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
収
穫
感
謝

献
金
で
お
願
い
し
た
い
の
は
、
こ
の

追
加
工
事
分
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

９
月
27
日（
日
）

　

ミ
カ
エ
ラ　

高　

出　

笑　

子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

９
月
27
日（
日
）

　

ミ
カ
エ
ラ　

高　

出　

笑　

子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

９
月
９
日（
水
）

　

ミ
カ
エ
ル　

成　

田　

吉　

哉

　
　

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
よ
り

聖
贖
主
教
会
へ

◎
伝
道
区
信
徒
修
養
会

　

９
月
12
日（
土
）、
岡
山
聖
オ
ー
ガ

ス
チ
ン
教
会
で
瀬
戸
内
伝
道
区
信
徒

修
養
会
が
開
か
れ
た
。
本
年
は
、
第

一
部
「
合
同
礼
拝
」、
第
二
部
「
交

流
会
」と
い
う
構
成
。
第
一
部
で
は
、

チ
ャ
ン
ト
や
聖
歌
、
反
復
歌
な
ど
を

用
い
た
音
楽
に
よ
る
礼
拝
を
守
り
、

各
教
会
で
は
殆
ど
行
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
礼
拝
を
体
験
し
た
。
第
二
部
は

各
教
会
の
現
状
、
活
動
の
報
告
や
交

流
の
ゲ
ー
ム
、
ま
た
ミ
ニ
・
バ
ザ
ー

が
開
か
れ
た
。
残
念
な
が
ら
参
加
者

は
少
数
で
あ
っ
た
が
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

◎
あ
な
た
の
知
ら
な
い
聖
公
会

　

９
月
20
日（
日
）
午
後
、
神
戸
聖

ミ
カ
エ
ル
教
会
に
て
伝
道
区
宣
教
委

員
主
催
の
交
流
会
を
開
催
。ポ
ー
ル
・

ト
ル
ハ
ー
ス
ト
司
祭
か
ら
「
現
在
の

英
国
聖
公
会
」に
つ
い
て
話
を
聞
き
、

伊
藤
純
子
姉
（
神
戸
国
際
大
学
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
）
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
聴

い
た
。
約
70
名
参
加
。

◎
伝
道
区
信
徒
研
修
会

　

伝
道
区
信
徒
研
修
会
を
９
月
23
日

（
水
）
に
徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

に
て
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は「
災
害
時
、

わ
た
し
た
ち
に
出
来
る
事
」
で
、 

講

師
は
バ
ル
ナ
バ
瀬
山
会
治
司
祭
（
教

区
社
会
部
長
）。
30
名
参
加
。

◎
徳
島
聖
テ
モ
テ
教
会

　

11
月
21
日（
土
）
午
後
３
時
〜
５

時
ま
で
、秋
の
伝
道
集
会
と
し
て「
や

さ
し
い
お
話
と
歌
で
触
れ
る
キ
リ
ス

ト
教
『
神
様
ど
こ
に
い
る
の
？
』」

を
開
催
予
定
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
古
本

み
さ
司
祭
（
京
都
教
区
）、ワ
ー
シ
ッ

プ
ソ
ン
グ
：
三
木
亜
佐
子
姉
（
当
教

会
奏
楽
者
）。
参
加
費
無
料
。

　

９
月
22
日（
火
）、
神
戸
聖
ミ
カ
エ

ル
大
聖
堂
で
杉
野
達
也
司
祭
と
ミ
リ

ア
ム
上
原
ゆ
い
み
結
子
姉
（
沖
縄
教
区
三
原

聖
ペ
テ
ロ
聖
パ
ウ
ロ
教
会
信
徒
）
の

聖
婚
式
（
司
式
：
中
村
主
教
、
説
教
：

原
田
佳
城
司
祭
）
が
行
わ
れ
た
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

教
　
籍
　
移
　
動

瀬
戸
内
伝
道
区

徳
島
伝
道
区

神
戸
伝
道
区

2日
2日
5日
5日
7日
10日
10日
14日
14日
14日
16日
19日
20日
21日
29日
30日
31日

主　教
司　祭
伝道師
司　祭
伝道師
司　祭
伝道師
宣教師
司　祭
司　祭
司　祭
宣教師
宣教師
司　祭
司　祭
宣教師
司　祭

ウイリアムズ
長 嵜 　 泉
森 　 慶 三
岩 井 祐 彦
武 田 頼 夫
島 田 　 信
大石虎太郎
プレストン
水 野 　 功
貫 　 主 税
尾 形 虎 三
ホ ー ム ズ
ス コ ット
加藤九十九
伊 墻 八 束
ヘ ン テ
杉 野 　 貢

チャニング
ヨハネ

テモテ

パウロ
パウロ

イブリン

ペテロ

マリー
ハナ

ペテロ
マルコ

オードリー
マルコ

日時　2015年12月3日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　八代　　智

12月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

＊12月の記念逝去教役者＊

公　　示
日本聖公会神戸教区第83（定期）教区会を
下記のように招集します。

救主降生2015年９月16日
日本聖公会神戸教区　教区会議長
主教　アンデレ　中村　豊

記
日時：2015年11月23日（月）

午前８時から午後５時まで
場所：神戸聖ミカエル大聖堂
書記を下記のように任命します。

司祭　ペ テ ロ　中原康貴
執事　セバスチャン　浪花朋久

収
穫
感
謝
献
金
の
お
願
い

司
祭
　
ヨ
ハ
ネ  

角
瀬
　
克
己

（
高
松
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
牧
師
）

（
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
牧
師
、

下
関
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル

教
会
管
理
牧
師
）

教会歴史研究会

祝
　
　
洗
　
　
礼

祝
　
　
堅
　
　
信

聖
婚
式
お
め
で
と
う
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７
月
10
日（
金
）〜
11
日（
土
）、
東

北
教
区
主
教
座
聖
堂
・
仙
台
基
督
教

会
で
、
管
区
・
礼
拝
委
員
会
主
催
に

よ
る
「
礼
拝
及
び
礼
拝
音
楽
担
当
者

会
」
が
行
わ
れ
、
中
原
司
祭
と
参
加

し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
の
東
京
開

催
以
来
で
し
た
が
「
次
回
は
東
北

で
！
」
と
い
う
当
時
の
参
加
者
の
思

い
が
実
現
し
た
形
と
な
り
、
震
災
後
、

機
能
的
で
美
し
く
建
て
替
え
ら
れ
た

新
し
い
聖
堂
と
教
区
会
館
が
会
場
で

し
た
。

　
『「
入
信
式
」
の
式
文
と
音
楽
を
め

ぐ
っ
て
」』
と
題
し
た
テ
ー
マ
で
二

つ
の
発
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
題
Ⅰ
は
、
紫
色
の
冊
子
『「
堅

信
前
の
陪
餐
」
を
巡
る
Ｑ
＆
Ａ
』
を

テ
キ
ス
ト
と
し
、
礼
拝
委
員
会
・
委

員
長
の
吉
田
雅
人
司
祭
が
解
説
、『
洗

礼
は
、
キ
リ
ス
ト
者
に
「
な
る
」
と

い
う
こ
と
の
大
切
な
「
始
め
」
の
時

で
あ
り
、
洗
礼
に
よ
っ
て
神
の
家
族

の
一
員
と
さ
れ
る
』、『
堅
信
で
は
、

宣
教
的
な
生
き
方
に
変
え
ら
れ
る
事

が
強
調
さ
れ
、
自
分
の
意
志
で
教
会

に
責
任
を
持
っ
て
関
わ
る
事
を
意
味

し
て
い
る
』
な
ど
を
確
認
し
、
初
陪

餐
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

発
題
Ⅱ
で
は
礼
拝
委
員
・
宮
崎
光

司
祭
が
「
入
信
の
式
の
聖
歌
か
ら
の

学
び
」
と
題
し
て
古
今
聖
歌
集
（
１

９
０
２
年
）
以
来
、「
洗
礼
・
堅
信
」

の
聖
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
曲

の
変
遷
を
解
説
。
堅
信
式
で
歌
い
た

い
聖
歌
と
し
て

「W
ill you com

e and 
follow

 m
e

」

（W
ords

）

J.L.Bell &
 G.M

aule. 

（M
usic

） 
K
ELV

IN
GR
O
V
E

〔Scotish T
rad

〕

が
紹
介
さ
れ
、
皆
で
歌
い
そ

の
優
し
い
メ
ロ
デ
ィ
と
歌
詞

を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
だ
聖

公
会
聖
歌
の
歌
詞
と
し
て
訳

さ
れ
、
整
え
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
将
来
堅
信
式
の
聖
歌

に
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

開
催
中
に
行
わ
れ
る
礼
拝

の
奏
楽
は
、
各
教
区
の
参
加
者
数
人

で
分
担
す
る
の
が
こ
の
会
の
恒
例
で

す
が
、
今
回
私
は
最
後
の
聖
餐
式
の

一
部
を
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
タ

ッ
チ
の
違
う
鍵
盤
や
ス
ト
ッ
プ
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
明
る
い
聖
堂
、
美

し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
高
い
天
井

に
響
く
参
加
者
の
力
強
い
歌
声
な
ど

に
励
ま
さ
れ
て
役
目
を
終
え
る
事
が

で
き
貴
重
な
経
験
を
頂
き
ま
し
た
。

閉
会
後
、
初
夏
の
日
差
し
に
緑
が
茂

る
街
路
樹
の
大
通
り
を
歩
い
て
仙
台

名
物
牛
タ
ン
の
店
へ
。
各
教
区
の
参

加
者
と
共
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
親

睦
を
深
め
、
仙
台
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
僕
を
悩
ま
し
、
突
き
動

か
し
、
苦
し
め
た
の
は
「
平
和
」
と

「
民
主
主
義
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

僕
は
今
年
の
５
月
か
らSE

A
L
D
s 

K
A
N
SA
I

（
自
由
と
民
主
主
義
の

た
め
の
関
西
学
生
緊
急
行
動
）
と
い

う
グ
ル
ー
プ
で
「
安
全
保
障
関
連
法

案
」
の
成
立
に
反
対
す
る
行
動
を

行
っ
て
き
た
。
毎
週
金
曜
日
に
関
西

各
地
で
街
宣
を
行
い
、
大
阪
や
京
都

で
デ
モ
を
主
催
し
て
き
た
。
ネ
ッ
ト

や
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。「
若
者

の
反
対
活
動
」の
現
場
に
僕
は
い
た
。

　

僕
が
行
動
を
起
こ
し
て
き
た
最
大

の
目
的
は
、
反
対
し
て
い
る
人
の
声

を
ち
ゃ
ん
と
可
視
化
さ
せ
る
、
と
い

う
事
だ
。
テ
レ
ビ
の
前
で
「
お
か
し

い
と
思
う
ん
だ
よ
な
ぁ
」
と
言
っ
て

い
る
だ
け
で
は
そ
の
声
は
た
だ
の
ひ

と
り
言
に
な
っ
て
し
ま
う
。
主
権
者

は
こ
の
国
に
生
き
る
一
人
一
人
で

あ
っ
て
、
政
治
家
で
は
な
い
。
そ
し

て
、
主
権
者
は
選
挙
の
時
だ
け
が
主

権
者
で
は
な
い
。
お
か
し
い
事
に
は

お
か
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
意
見
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
正

当
な
方
法
で
可
視
化
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。だ
か
ら
僕
は
路
上
に
出
た
。

　

一
見
、
極
め
て
明
白
に
違
憲
無
効

な
こ
の
「
安
保
法
」
が
、
た
く
さ
ん

の
人
の
反
対
の
声
を
無
視
し
て
９
月

19
日
未
明
に
成
立
し
、
そ
し
て
し
ば

ら
く
時
間
が
た
っ
た
今
、
あ
る
意
味

お
も
し
ろ
く
思
う
の
は
「
誰
も
絶
望

し
て
い
な
い
」
と
い
う
事
だ
。
そ
れ

は
大
学
二
回
生
の
夏
休
み
の
殆
ど
を

反
対
行
動
に
費
や
し
た
僕
に
し
て
も

そ
う
だ
。

　

こ
の
法
を
き
っ
か
け
に
た
く
さ
ん

の
人
が
自
分
の
声
を
可
視
化
さ
せ
る

方
法
を
知
っ
た
。
主
権
者
は
こ
の
国

に
生
き
る
一
人
一
人
だ
と
再
確
認
し

た
。
民
主
主
義
と
は
そ
の
一
人
一
人

が
大
切
に
守
り
育
ま
な
け
れ
ば
い
け

な
い
も
の
だ
と
知
っ
た
。
そ
し
て
ま

た
、
自
分
た
ち
の
行
動
や
声
が
無
意

味
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
知
っ

た
。ど
う
い
う
社
会
で
生
き
た
い
か
、

ま
た
ど
う
い
う
社
会
を
次
の
世
代
に

渡
し
て
い
き
た
い
の
か
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
世
界
で
生
き
る
全
て
の
人

に
問
わ
れ
て
い
る
事
だ
。
そ
し
て
、

そ
の
精
神
こ
そ
が
民
主
主
義
の
根
底

に
流
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
民
主
主
義
は
い
つ
だ
っ
て
止

ま
ら
な
い
し
、
む
し
ろ
こ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
か
の
よ
う
に
も
感
じ
た
。
安

保
法
成
立
後
の
朝
日
は
、
ま
る
で
新

年
の
初
日
の
出
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

来
年
の
夏
に
は
参
議
院
議
員
選
挙

が
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
有
権
者
の

お
よ
そ
半
分
が
そ
の
権
利
を
棄
権
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。
さ
ら
に
、
投

票
権
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
か
ら
の
初
め
て
の
選
挙
、
先
日
二

十
歳
を
迎
え
た
僕
に
と
っ
て
最
初
の

投
票
に
な
る
。

　

今
回
の
法
が
成
立
し
た
か
ら
、
も

う
行
動
し
な
い
の
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
い
。
民
主
主
義
は
止
ま
ら
な

い
し
、
民
主
主
義
の
国
に
生
き
る
一

人
と
し
て
民
主
主
義
を
止
め
て
は
い

け
な
い
の
は
僕
で
あ
り
、
あ
な
た
で

も
あ
る
。

　
「
民
主
主
義
」
と
同
じ
く
し
て
「
平

和
」
も
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
実
現

し
な
い
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
ど
う
や
っ
て
「
平
和
」
を
構
築

す
る
の
か
。
憲
法
９
条
を
妄
信
し
て

い
れ
ば
「
平
和
」
は
や
っ
て
く
る
の

か
、
隣
国
を
敵
国
扱
い
し
て
米
国
と

仲
良
く
し
て
い
れ
ば
「
平
和
」
を
つ

く
れ
る
の
か
。「
平
和
」
を
考
え
、

行
動
し
、
実
現
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
も
、
ま
た
一
人
一
人
な
の
で
あ

る
。

　

８
月
18
日
か
ら
８
月
20
日
の
間
、

神
戸
市
に
あ
る
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
院
で

京
都
教
区
の
古
賀
久
幸
司
祭
様
を
講

師
に
迎
え
て
行
わ
れ
た
、
神
戸
教
区

召
命
黙
想
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
ず
、
中
村
主
教

様
の
講
話
か
ら
始
ま
り
、
今
の
牧
師

に
求
め
ら
れ
る
動
き
や
牧
師
と
し
て

本
当
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
な
ど
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
次
に
、
古
賀
司
祭
様
の
黙
想
へ

の
導
き
が
行
わ
れ
、
ま
ず
古
賀
司
祭

様
は
「
こ
の
３
日
間
こ
こ
は
皆
さ
ん

に
と
っ
て
ホ
ス
ピ
ス
だ
と
思
っ
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
は
長
い
旅
の
休
憩

で
こ
こ
に
訪
れ
て
い
ま
す
。」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
な
ど
の

聖
地
で
は
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施

設
の
こ
と
を
ホ
ス
ピ
ス
と
呼
ぶ
所
が

多
い
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の

日
の
夜
に
は
自
分
の
人
生
の
中
で
の

今
の
位
置
を
知
る
た
め
、
過
去
10
年

間
を
振
り
返
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
書

き
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病

院
の
精
神
科
医
長
を
さ
れ
て
い
た
、

工
藤
信
夫
先
生
が
古
賀
司
祭
様
の
ご

紹
介
で
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
来
て
く

だ
さ
り
、工
藤
先
生
は
講
話
の
中
で
、

人
と
の
繋
が
り
や
出
会
う
こ
と
の
大

切
さ
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
続
き
、
古

賀
司
祭
様
か
ら
は
、
聖
餐
に
与
る
こ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
色
々

な
場
面
に
お
け
る
「
聴
く
」
と
は
何

か
と
い
う
こ
と
な
ど
の
講
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
黙
想
会
を
終
え
ま

し
た
。

　

私
は
今
回
で
３
回
目
の
参
加
で
、

神
学
生
と
し
て
は
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
改
め
て
自
分
の
今
い
る
位
置
を

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
良
い
時
間
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
神
学
生
の
間
に

多
く
の
方
々
が
お
支
え
く
だ
さ
り
、

そ
の
き
っ
か
け
は
す
べ
て
、
出
会
い

か
ら
始
ま
っ
た
繋
が
り
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

９
月
19
日（
土
）、
ち
ょ
う
ど
同
日

未
明
に
安
全
保
障
関
連
法
案
が
参
議

院
で
採
決
さ
れ
た
そ
の
日
の
午
後
２

時
よ
り
、
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
地

下
ホ
ー
ル
で
、
日
本
聖
公
会
正
義
と

平
和
委
員
会
主
催
の
「
戦
後
70
年
平

和
祈
念
講
演
会
」
が
行
わ
れ
、
教
区

内
外
か
ら
約
60
名
の
方
々
が
集
ま
り

ま
し
た
。
講
師
に
は
、
元
立
教
大
学

特
任
教
授
の
池
住
義
憲
さ
ん
を
お
迎

え
し
、「
い
ま
、
平
和
が
危
な
い
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

池
住
さ
ん
は
ま
ず
こ
の
度
の
採
決

に
あ
た
っ
て
「
一
方
的
な
憲
法
解
釈

変
更
に
よ
っ
て
立
憲
主
義
が
破
壊
さ

れ
、
安
保
法
制
の
内
容
に
よ
っ
て
平

和
主
義
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
法
制
成

立
の
過
程
に
よ
っ
て
民
主
主
義
が
破

壊
さ
れ
た
」
と
指
摘
さ
れ
、「
し
か

し
今
、
世
界
で
軍
隊
を
持
た
な
い
国

は
28
か
国
あ
り
、
そ
の
国
々
は
『
軍

隊
を
持
た
な
い
』
と
国
際
社
会
に
宣

言
し
て
い
る
こ
と
で
、
他
国
か
ら
攻

撃
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
徹
底

し
た
平
和
外
交
が
必
要
だ
」
と
語
ら

れ
、
そ
の
上
で
「
私
た
ち
国
民
は
、

私
た
ち
の
自
由
と
権
利
を
守
る
た
め

に
、
権
力
者
の
権
利
を
抑
え
る
た
め

に
日
本
国
憲
法
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
平

和
と
は
、
や
は
り
様
々
な
誹
謗
中
傷

や
罵
倒
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
「
対

話
」
が
必
要
で
す
。
こ
の
度
の
講
演

会
の
中
で
も
、
ガ
ン
ジ
ー
の
塩
税
法

に
反
対
し
た
非
暴
力
不
服
従
運
動
、

ま
た
Ｍ
・
Ｌ
・
キ
ン
グ
牧
師
の
バ
ス

車
内
人
種
分
離
法
に
反
対
し
た
非
暴

力
不
服
従
運
動
を
引
用
さ
れ
な
が

ら
、「
非
暴
力
」
と
「
不
服
従
」
に

つ
い
て
説
か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は

更
に
、そ
こ
に「
対
話
」が
な
け
れ
ば
、

「
非
暴
力
」
と
は
言
え
な
い
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
中
村
主
教
が
最
初

の
挨
拶
の
中
で
語
ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
姿
勢

「A
gree disagree

（
同
意
し
な
い

こ
と
に
同
意
す
る
）」。
つ
ま
り
多
様

性
の
一
致
が
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者

に
は
大
切
で
あ
る
こ
と
を
と
て
も
考

え
さ
せ
ら
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

召
命
黙
想
会

（
教
区
礼
拝
音
楽
担
当
者
・

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会
信
徒
）

（
教
区
正
義
と
平
和
担
当
者
）

（
姫
路
顕
栄
教
会
信
徒
）

テ
モ
テ 

遠
藤
洋
介 

神
学
生

パ
ウ
ロ
　
野
間
　
陸

ル
ツ 

原
田  

里
香
子

礼
拝
及
び
礼
拝
音
楽
担
当
者
会

平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
、幸
い
で
あ
る
、そ
の
人
た
ち
は
神
の
子
と
呼
ば
れ
る

司
祭 

ヨ
シ
ュ
ア 

長
田  

吉
史

戦
後
70
年
平
和
祈
念
講
演
会
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７
月
10
日（
金
）〜
11
日（
土
）、
東

北
教
区
主
教
座
聖
堂
・
仙
台
基
督
教

会
で
、
管
区
・
礼
拝
委
員
会
主
催
に

よ
る
「
礼
拝
及
び
礼
拝
音
楽
担
当
者

会
」
が
行
わ
れ
、
中
原
司
祭
と
参
加

し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
の
東
京
開

催
以
来
で
し
た
が
「
次
回
は
東
北

で
！
」
と
い
う
当
時
の
参
加
者
の
思

い
が
実
現
し
た
形
と
な
り
、
震
災
後
、

機
能
的
で
美
し
く
建
て
替
え
ら
れ
た

新
し
い
聖
堂
と
教
区
会
館
が
会
場
で

し
た
。

　
『「
入
信
式
」
の
式
文
と
音
楽
を
め

ぐ
っ
て
」』
と
題
し
た
テ
ー
マ
で
二

つ
の
発
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
題
Ⅰ
は
、
紫
色
の
冊
子
『「
堅

信
前
の
陪
餐
」
を
巡
る
Ｑ
＆
Ａ
』
を

テ
キ
ス
ト
と
し
、
礼
拝
委
員
会
・
委

員
長
の
吉
田
雅
人
司
祭
が
解
説
、『
洗

礼
は
、
キ
リ
ス
ト
者
に
「
な
る
」
と

い
う
こ
と
の
大
切
な
「
始
め
」
の
時

で
あ
り
、
洗
礼
に
よ
っ
て
神
の
家
族

の
一
員
と
さ
れ
る
』、『
堅
信
で
は
、

宣
教
的
な
生
き
方
に
変
え
ら
れ
る
事

が
強
調
さ
れ
、
自
分
の
意
志
で
教
会

に
責
任
を
持
っ
て
関
わ
る
事
を
意
味

し
て
い
る
』
な
ど
を
確
認
し
、
初
陪

餐
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

発
題
Ⅱ
で
は
礼
拝
委
員
・
宮
崎
光

司
祭
が
「
入
信
の
式
の
聖
歌
か
ら
の

学
び
」
と
題
し
て
古
今
聖
歌
集
（
１

９
０
２
年
）
以
来
、「
洗
礼
・
堅
信
」

の
聖
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
曲

の
変
遷
を
解
説
。
堅
信
式
で
歌
い
た

い
聖
歌
と
し
て

「W
ill you com

e and 
follow

 m
e

」

（W
ords

）

J.L.Bell &
 G.M

aule. 

（M
usic

） 
K
ELV

IN
GR
O
V
E

〔Scotish T
rad

〕

が
紹
介
さ
れ
、
皆
で
歌
い
そ

の
優
し
い
メ
ロ
デ
ィ
と
歌
詞

を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
だ
聖

公
会
聖
歌
の
歌
詞
と
し
て
訳

さ
れ
、
整
え
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
将
来
堅
信
式
の
聖
歌

に
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

開
催
中
に
行
わ
れ
る
礼
拝

の
奏
楽
は
、
各
教
区
の
参
加
者
数
人

で
分
担
す
る
の
が
こ
の
会
の
恒
例
で

す
が
、
今
回
私
は
最
後
の
聖
餐
式
の

一
部
を
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
タ

ッ
チ
の
違
う
鍵
盤
や
ス
ト
ッ
プ
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
明
る
い
聖
堂
、
美

し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
高
い
天
井

に
響
く
参
加
者
の
力
強
い
歌
声
な
ど

に
励
ま
さ
れ
て
役
目
を
終
え
る
事
が

で
き
貴
重
な
経
験
を
頂
き
ま
し
た
。

閉
会
後
、
初
夏
の
日
差
し
に
緑
が
茂

る
街
路
樹
の
大
通
り
を
歩
い
て
仙
台

名
物
牛
タ
ン
の
店
へ
。
各
教
区
の
参

加
者
と
共
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
親

睦
を
深
め
、
仙
台
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
僕
を
悩
ま
し
、
突
き
動

か
し
、
苦
し
め
た
の
は
「
平
和
」
と

「
民
主
主
義
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

僕
は
今
年
の
５
月
か
らSE

A
L
D
s 

K
A
N
SA
I

（
自
由
と
民
主
主
義
の

た
め
の
関
西
学
生
緊
急
行
動
）
と
い

う
グ
ル
ー
プ
で
「
安
全
保
障
関
連
法

案
」
の
成
立
に
反
対
す
る
行
動
を

行
っ
て
き
た
。
毎
週
金
曜
日
に
関
西

各
地
で
街
宣
を
行
い
、
大
阪
や
京
都

で
デ
モ
を
主
催
し
て
き
た
。
ネ
ッ
ト

や
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。「
若
者

の
反
対
活
動
」の
現
場
に
僕
は
い
た
。

　

僕
が
行
動
を
起
こ
し
て
き
た
最
大

の
目
的
は
、
反
対
し
て
い
る
人
の
声

を
ち
ゃ
ん
と
可
視
化
さ
せ
る
、
と
い

う
事
だ
。
テ
レ
ビ
の
前
で
「
お
か
し

い
と
思
う
ん
だ
よ
な
ぁ
」
と
言
っ
て

い
る
だ
け
で
は
そ
の
声
は
た
だ
の
ひ

と
り
言
に
な
っ
て
し
ま
う
。
主
権
者

は
こ
の
国
に
生
き
る
一
人
一
人
で

あ
っ
て
、
政
治
家
で
は
な
い
。
そ
し

て
、
主
権
者
は
選
挙
の
時
だ
け
が
主

権
者
で
は
な
い
。
お
か
し
い
事
に
は

お
か
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
意
見
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
正

当
な
方
法
で
可
視
化
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。だ
か
ら
僕
は
路
上
に
出
た
。

　

一
見
、
極
め
て
明
白
に
違
憲
無
効

な
こ
の
「
安
保
法
」
が
、
た
く
さ
ん

の
人
の
反
対
の
声
を
無
視
し
て
９
月

19
日
未
明
に
成
立
し
、
そ
し
て
し
ば

ら
く
時
間
が
た
っ
た
今
、
あ
る
意
味

お
も
し
ろ
く
思
う
の
は
「
誰
も
絶
望

し
て
い
な
い
」
と
い
う
事
だ
。
そ
れ

は
大
学
二
回
生
の
夏
休
み
の
殆
ど
を

反
対
行
動
に
費
や
し
た
僕
に
し
て
も

そ
う
だ
。

　

こ
の
法
を
き
っ
か
け
に
た
く
さ
ん

の
人
が
自
分
の
声
を
可
視
化
さ
せ
る

方
法
を
知
っ
た
。
主
権
者
は
こ
の
国

に
生
き
る
一
人
一
人
だ
と
再
確
認
し

た
。
民
主
主
義
と
は
そ
の
一
人
一
人

が
大
切
に
守
り
育
ま
な
け
れ
ば
い
け

な
い
も
の
だ
と
知
っ
た
。
そ
し
て
ま

た
、
自
分
た
ち
の
行
動
や
声
が
無
意

味
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
知
っ

た
。ど
う
い
う
社
会
で
生
き
た
い
か
、

ま
た
ど
う
い
う
社
会
を
次
の
世
代
に

渡
し
て
い
き
た
い
の
か
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
世
界
で
生
き
る
全
て
の
人

に
問
わ
れ
て
い
る
事
だ
。
そ
し
て
、

そ
の
精
神
こ
そ
が
民
主
主
義
の
根
底

に
流
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
民
主
主
義
は
い
つ
だ
っ
て
止

ま
ら
な
い
し
、
む
し
ろ
こ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
か
の
よ
う
に
も
感
じ
た
。
安

保
法
成
立
後
の
朝
日
は
、
ま
る
で
新

年
の
初
日
の
出
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

来
年
の
夏
に
は
参
議
院
議
員
選
挙

が
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
有
権
者
の

お
よ
そ
半
分
が
そ
の
権
利
を
棄
権
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。
さ
ら
に
、
投

票
権
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
か
ら
の
初
め
て
の
選
挙
、
先
日
二

十
歳
を
迎
え
た
僕
に
と
っ
て
最
初
の

投
票
に
な
る
。

　

今
回
の
法
が
成
立
し
た
か
ら
、
も

う
行
動
し
な
い
の
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
い
。
民
主
主
義
は
止
ま
ら
な

い
し
、
民
主
主
義
の
国
に
生
き
る
一

人
と
し
て
民
主
主
義
を
止
め
て
は
い

け
な
い
の
は
僕
で
あ
り
、
あ
な
た
で

も
あ
る
。

　
「
民
主
主
義
」
と
同
じ
く
し
て
「
平

和
」
も
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
実
現

し
な
い
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
ど
う
や
っ
て
「
平
和
」
を
構
築

す
る
の
か
。
憲
法
９
条
を
妄
信
し
て

い
れ
ば
「
平
和
」
は
や
っ
て
く
る
の

か
、
隣
国
を
敵
国
扱
い
し
て
米
国
と

仲
良
く
し
て
い
れ
ば
「
平
和
」
を
つ

く
れ
る
の
か
。「
平
和
」
を
考
え
、

行
動
し
、
実
現
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
も
、
ま
た
一
人
一
人
な
の
で
あ

る
。

　

８
月
18
日
か
ら
８
月
20
日
の
間
、

神
戸
市
に
あ
る
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
院
で

京
都
教
区
の
古
賀
久
幸
司
祭
様
を
講

師
に
迎
え
て
行
わ
れ
た
、
神
戸
教
区

召
命
黙
想
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
ず
、
中
村
主
教

様
の
講
話
か
ら
始
ま
り
、
今
の
牧
師

に
求
め
ら
れ
る
動
き
や
牧
師
と
し
て

本
当
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
な
ど
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
次
に
、
古
賀
司
祭
様
の
黙
想
へ

の
導
き
が
行
わ
れ
、
ま
ず
古
賀
司
祭

様
は
「
こ
の
３
日
間
こ
こ
は
皆
さ
ん

に
と
っ
て
ホ
ス
ピ
ス
だ
と
思
っ
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
は
長
い
旅
の
休
憩

で
こ
こ
に
訪
れ
て
い
ま
す
。」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
な
ど
の

聖
地
で
は
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施

設
の
こ
と
を
ホ
ス
ピ
ス
と
呼
ぶ
所
が

多
い
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の

日
の
夜
に
は
自
分
の
人
生
の
中
で
の

今
の
位
置
を
知
る
た
め
、
過
去
10
年

間
を
振
り
返
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
書

き
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病

院
の
精
神
科
医
長
を
さ
れ
て
い
た
、

工
藤
信
夫
先
生
が
古
賀
司
祭
様
の
ご

紹
介
で
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
来
て
く

だ
さ
り
、工
藤
先
生
は
講
話
の
中
で
、

人
と
の
繋
が
り
や
出
会
う
こ
と
の
大

切
さ
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
続
き
、
古

賀
司
祭
様
か
ら
は
、
聖
餐
に
与
る
こ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
色
々

な
場
面
に
お
け
る
「
聴
く
」
と
は
何

か
と
い
う
こ
と
な
ど
の
講
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
黙
想
会
を
終
え
ま

し
た
。

　

私
は
今
回
で
３
回
目
の
参
加
で
、

神
学
生
と
し
て
は
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
改
め
て
自
分
の
今
い
る
位
置
を

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
良
い
時
間
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
神
学
生
の
間
に

多
く
の
方
々
が
お
支
え
く
だ
さ
り
、

そ
の
き
っ
か
け
は
す
べ
て
、
出
会
い

か
ら
始
ま
っ
た
繋
が
り
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

９
月
19
日（
土
）、
ち
ょ
う
ど
同
日

未
明
に
安
全
保
障
関
連
法
案
が
参
議

院
で
採
決
さ
れ
た
そ
の
日
の
午
後
２

時
よ
り
、
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
地

下
ホ
ー
ル
で
、
日
本
聖
公
会
正
義
と

平
和
委
員
会
主
催
の
「
戦
後
70
年
平

和
祈
念
講
演
会
」
が
行
わ
れ
、
教
区

内
外
か
ら
約
60
名
の
方
々
が
集
ま
り

ま
し
た
。
講
師
に
は
、
元
立
教
大
学

特
任
教
授
の
池
住
義
憲
さ
ん
を
お
迎

え
し
、「
い
ま
、
平
和
が
危
な
い
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

池
住
さ
ん
は
ま
ず
こ
の
度
の
採
決

に
あ
た
っ
て
「
一
方
的
な
憲
法
解
釈

変
更
に
よ
っ
て
立
憲
主
義
が
破
壊
さ

れ
、
安
保
法
制
の
内
容
に
よ
っ
て
平

和
主
義
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
法
制
成

立
の
過
程
に
よ
っ
て
民
主
主
義
が
破

壊
さ
れ
た
」
と
指
摘
さ
れ
、「
し
か

し
今
、
世
界
で
軍
隊
を
持
た
な
い
国

は
28
か
国
あ
り
、
そ
の
国
々
は
『
軍

隊
を
持
た
な
い
』
と
国
際
社
会
に
宣

言
し
て
い
る
こ
と
で
、
他
国
か
ら
攻

撃
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
徹
底

し
た
平
和
外
交
が
必
要
だ
」
と
語
ら

れ
、
そ
の
上
で
「
私
た
ち
国
民
は
、

私
た
ち
の
自
由
と
権
利
を
守
る
た
め

に
、
権
力
者
の
権
利
を
抑
え
る
た
め

に
日
本
国
憲
法
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
平

和
と
は
、
や
は
り
様
々
な
誹
謗
中
傷

や
罵
倒
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
「
対

話
」
が
必
要
で
す
。
こ
の
度
の
講
演

会
の
中
で
も
、
ガ
ン
ジ
ー
の
塩
税
法

に
反
対
し
た
非
暴
力
不
服
従
運
動
、

ま
た
Ｍ
・
Ｌ
・
キ
ン
グ
牧
師
の
バ
ス

車
内
人
種
分
離
法
に
反
対
し
た
非
暴

力
不
服
従
運
動
を
引
用
さ
れ
な
が

ら
、「
非
暴
力
」
と
「
不
服
従
」
に

つ
い
て
説
か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は

更
に
、そ
こ
に「
対
話
」が
な
け
れ
ば
、

「
非
暴
力
」
と
は
言
え
な
い
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
中
村
主
教
が
最
初

の
挨
拶
の
中
で
語
ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
姿
勢

「A
gree disagree

（
同
意
し
な
い

こ
と
に
同
意
す
る
）」。
つ
ま
り
多
様

性
の
一
致
が
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者

に
は
大
切
で
あ
る
こ
と
を
と
て
も
考

え
さ
せ
ら
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

召
命
黙
想
会

（
教
区
礼
拝
音
楽
担
当
者
・

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会
信
徒
）

（
教
区
正
義
と
平
和
担
当
者
）

（
姫
路
顕
栄
教
会
信
徒
）

テ
モ
テ 

遠
藤
洋
介 

神
学
生

パ
ウ
ロ
　
野
間
　
陸

ル
ツ 

原
田  

里
香
子

礼
拝
及
び
礼
拝
音
楽
担
当
者
会

平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
、幸
い
で
あ
る
、そ
の
人
た
ち
は
神
の
子
と
呼
ば
れ
る

司
祭 
ヨ
シ
ュ
ア 

長
田  

吉
史

戦
後
70
年
平
和
祈
念
講
演
会
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2015年
11月号

司
祭　

パ
ウ
ロ
　
竹
　
内
　
　
　
宗
　

キ
ャ
ソ
リ
ッ
ク
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ

（
伝
統
と
遺
産
）

キ
ャ
ソ
リ
ッ
ク
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ

（
伝
統
と
遺
産
）

　

も
う
十
年
以
上
も
前
の
事
で
す
。

聖
職
の
集
ま
り
で
教
区
の
将
来
に
つ

い
て
雑
談
し
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は

あ
ま
り
深
く
考
え
ず
、
財
政
状
況
や

聖
職
の
人
数
な
ど
か
ら
、
教
会
も
い

ず
れ
統
廃
合
の
時
代
が
来
る
の
で
は

な
い
か
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
す
る

と
、
一
人
の
先
輩
聖
職
か
ら
お
叱
り

を
受
け
ま
し
た
。
教
会
は
神
様
の
ご

計
画
の
う
ち
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
私
た
ち
が
そ
う
簡
単
に
変
え
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
こ
れ
ま

で
携
わ
っ
て
き
た
聖
職
・
信
徒
の
祈

り
と
働
き
を
無
駄
に
は
で
き
な
い
と

言
う
内
容
で
す
。
今
も
心
に
残
る
大

切
な
言
葉
で
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

今
年
の
７
月
４
日（
土
）
徳
山
聖

マ
リ
ア
教
会
で
第
四
回
教
会
歴
史
研

究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
徳
山
で
は

毎
年
７
月
の
第
１
日
曜
日
に
教
会
関

係
教
役
者
の
逝
去
者
記
念
礼
拝
が
行

わ
れ
説
教
者
を
招
聘
し
、
そ
の
前
日

に
集
会
や
講
演
会
な
ど
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
教
会
歴
史

研
究
会
」
で
す
。
こ
の
会
で
は
信
徒

全
員
が
研
究
員
と
な
っ
て
歴
史
文
書

の
電
子
化
、古
文
書
や
写
真
の
判
読
、

年
表
や
文
書
の
と
り
ま
と
め
を
分
担

し
発
表
し
ま
す
。
今
回
は
講
師
に
信

岡
章
人
司
祭
を
お
招
き
し
、
山
口
県

内
の
聖
公
会
、
特
に
下
関
の
教
会
に

派
遣
さ
れ
た
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖

堂
初
代
キ
ャ
ノ
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ノ

エ
ル
・
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭
の
お
働
き

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

英
国
人
宣
教
師
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭

は
１
８
９
７
年
生
ま
れ
、
ダ
ラ
ム
で

学
び
１
９
２
２
年
執
事
按
手
を
受
け

リ
バ
プ
ー
ル
の
教
会
に
派
遣
さ
れ
、

翌
年
司
祭
に
叙
階
、１
９
２
６
年
Ｓ
・

Ｐ
・
Ｇ（
英
国
福
音
宣
布
協
会
）
の
活

動
に
加
わ
り
神
戸
教
区
に
赴
任
さ
れ

ま
し
た
。
信
岡
司
祭
に
よ
れ
ば
、
ス

ト
ロ
ン
グ
司
祭
は
聖
公
会
が
持
つ
良

き
伝
統
と
遺
産
（
キ
ャ
ソ
リ
ッ
ク
・

ヘ
リ
テ
ー
ジ
）
を
大
切
に
さ
れ
た
方

で
、
主
教
の
右
腕
と
な
り
下
関
の
伝

道
を
成
功
さ
せ
、
特
に
信
徒
に
対
し

て
は
誠
実
で
き
め
細
か
な
ケ
ア
を
さ

れ
る
方
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
働
き
の
一
端
を
知
ら
せ
る
神

戸
教
区
第
二
代
主
教
バ
ジ
ル
師
父
の

『
書
簡
集
』（
神
戸
教
区
歴
史
編
纂
委

員
会
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭
が
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
働
き
を
し
て
お
ら
れ
る

か
、
ま
た
こ
の
地
方
部
〔
現
在
の
神

戸
教
区
の
こ
と
：
筆
者
注
〕
の
西
端

で
の
拡
充
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
彼

は
下
関
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル

教
会
と
松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
を
託

さ
れ
て
い
る
司
祭
で
す
。
こ
の
二
つ

の
場
所
は
、
一
晩
の
船
旅
ほ
ど
隔
た

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
彼
は
毎
月
、

松
山
に
行
っ
て
い
る
の
で
す
。」（
書

簡
第
32
号
・
下
巻
43
頁
）。

　

こ
の
他
、
書
簡
に
は
ス
ト
ロ
ン
グ

司
祭
が
山
口
、
宇
部
、
下
松
、
四
国

は
今
治
な
ど
各
地
を
列
車
や
船
で
訪

問
し
、
あ
る
場
所
で
は
信
徒
の
仕
事

の
都
合
か
ら
早
朝
５
時
に
聖
餐
式
を

行
い
、
ま
た
列
車
を
乗
り
継
ぐ
間
に

個
人
懺
悔
を
受
け
る
な
ど
の
ハ
ー
ド

な
お
働
き
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
働
き
を
、
バ
ジ
ル

主
教
は
「
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭
と
彼
の

同
労
者
た
ち
が
ど
ん
な
に
た
ゆ
ま
ず

働
い
て
い
る
か
、
ど
れ
ほ
ど
広
い
地

域
で
失
わ
れ
た
信
徒
と
言
わ
れ
る

人
々
を
探
し
求
め
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
が
お
分
か
り
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」（
下
巻
91
頁
）
と
伝
え
て
い

ま
す
。
こ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
に
よ

っ
て
ス
ト
ロ
ン
グ
司
祭
は
困
難
な
状

況
に
遭
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
敵
性
外

国
人
と
い
う
理
由
で
拘
束
さ
れ
、
本

国
送
還
ま
で
の
八
ケ
月
間
に
お
よ
ぶ

抑
留
生
活
で
す
。
機
会
が
れ
ば
教
区

歴
史
編
纂
委
員
会
編
の
『
聖
職
の
姿

　

わ
た
し
の
父
』
40
〜
48
頁
を
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

今
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
と
言
っ
た
大
き
な
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
加
え
て
地
方
の
町
々
は

都
市
の
そ
れ
よ
り
深
刻
で
す
。
企
業

や
官
庁
・
学
校
な
ど
は
合
理
化
の
名

の
も
と
に
、
再
編
・
整
理
、
廃
止
・

統
合
・
縮
小
な
ど
を
推
し
進
め
て
い

ま
す
。
教
会
も
社
会
と
同
じ
よ
う
に

こ
の
波
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
こ
の
よ
う
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
先
達
が

積
み
上
げ
て
き
た
「
伝
統
と
遺
産
」

を
、
感
謝
を
も
っ
て
受
け
継
ぎ
、
教

会
の
素
晴
ら
し
さ
、
イ
エ
ス
様
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
器
と
な
れ
る
よ

う
共
に
祈
り
求
め
た
い
も
の
で
す
。

　

高
松
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
礼
拝
堂
は
、

今
年
で
築
50
年
に
な
り
ま
す
。
建
築

当
初
は
斬
新
な
建
物
と
し
て
建
築
業

界
の
注
目
の
的
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
す
っ
か
り
老
朽
化
し
、
随
所
に

傷
み
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に

外
壁
は
タ
イ
ル
仕
上
げ
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、50
年
前
の
素
材
だ
け
に
、

煉
瓦
の
半
分
程
度
の
厚
み
と
重
量
が

あ
り
、
ま
た
そ
の
接
着
部
分
が
剥
が

れ
て
浮
き
上
が
り
、
中
に
は
手
で
剥

が
せ
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状
態
で
は

大
地
震
で
な
く
て
も
剥
離
・
落
下
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
設
計
社
に
訊

ね
る
と
、
今
で
は
こ
う
し
た
タ
イ
ル

は
危
険
を
避
け
る
た
め
に
使
わ
れ
な

く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ニ
ュ
ー

ス
で
も
ビ
ル
の
外
壁
が
落
下
し
て
通

行
人
が
怪
我
を
し
た
こ
と
が
し
ば
し

ば
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
会
と
い

う
多
く
の
人
達
が
出
入
り
す
る
場
所

に
こ
の
よ
う
な
危
険
箇
所
が
あ
る
こ

と
は
放
置
出
来
ず
、
受
聖
餐
者
総
会

で
改
修
を
決
議
し
ま
し
た
。

  

し
か
し
建
築
専
門
家
の
い
な
い
教

会
委
員
会
で
は
ど
う
い
う
具
体
策
を

採
る
べ
き
か
判
断
出
来
ず
、
設
計
業

者
に
建
物
診
断
と
対
策
を
提
示
し
て

貰
い
、
施
工
業
者
数
社
か
ら
見
積
も

り
を
と
り
、
施
工
業
者
を
選
定
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
こ
こ
で
一
つ
の
大
き
な
問

題
に
直
面
し
ま
す
。
そ
れ
は
タ
イ
ル

を
剥
が
し
た
後
の
下
地
部
分
の
状
態

に
よ
っ
て
は
、
追
加
工
事
の
必
要
が

出
て
く
る
と
の
こ
と
。
案
の
定
、
下

地
は
亀
裂
が
入
っ
て
い
た
り
、
雨
水

の
為
か
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が

た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。
当
初

の
見
積
額
は
５
４
０
万
円
で
し
た

が
、
追
加
工
事
に
約
３
４
０
万
円
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

予
想
外
の
出
費
は
教
会
財
政
に
大
き

な
負
担
で
あ
り
、
積
み
立
て
た
基
金

を
使
い
果
た
す
と
運
転
資
金
が
確
保

出
来
な
く
な
り
ま
す
。
と
言
っ
て
、

始
め
て
し
ま
っ
た
工
事
を
途
中
で
中

断
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
困
り
果

て
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
収
穫
感
謝

献
金
で
お
願
い
し
た
い
の
は
、
こ
の

追
加
工
事
分
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

９
月
27
日（
日
）

　

ミ
カ
エ
ラ　

高　

出　

笑　

子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

９
月
27
日（
日
）

　

ミ
カ
エ
ラ　

高　

出　

笑　

子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

９
月
９
日（
水
）

　

ミ
カ
エ
ル　

成　

田　

吉　

哉

　
　

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
よ
り

聖
贖
主
教
会
へ

◎
伝
道
区
信
徒
修
養
会

　

９
月
12
日（
土
）、
岡
山
聖
オ
ー
ガ

ス
チ
ン
教
会
で
瀬
戸
内
伝
道
区
信
徒

修
養
会
が
開
か
れ
た
。
本
年
は
、
第

一
部
「
合
同
礼
拝
」、
第
二
部
「
交

流
会
」と
い
う
構
成
。
第
一
部
で
は
、

チ
ャ
ン
ト
や
聖
歌
、
反
復
歌
な
ど
を

用
い
た
音
楽
に
よ
る
礼
拝
を
守
り
、

各
教
会
で
は
殆
ど
行
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
礼
拝
を
体
験
し
た
。
第
二
部
は

各
教
会
の
現
状
、
活
動
の
報
告
や
交

流
の
ゲ
ー
ム
、
ま
た
ミ
ニ
・
バ
ザ
ー

が
開
か
れ
た
。
残
念
な
が
ら
参
加
者

は
少
数
で
あ
っ
た
が
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

◎
あ
な
た
の
知
ら
な
い
聖
公
会

　

９
月
20
日（
日
）
午
後
、
神
戸
聖

ミ
カ
エ
ル
教
会
に
て
伝
道
区
宣
教
委

員
主
催
の
交
流
会
を
開
催
。ポ
ー
ル
・

ト
ル
ハ
ー
ス
ト
司
祭
か
ら
「
現
在
の

英
国
聖
公
会
」に
つ
い
て
話
を
聞
き
、

伊
藤
純
子
姉
（
神
戸
国
際
大
学
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
）
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
聴

い
た
。
約
70
名
参
加
。

◎
伝
道
区
信
徒
研
修
会

　

伝
道
区
信
徒
研
修
会
を
９
月
23
日

（
水
）
に
徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

に
て
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は「
災
害
時
、

わ
た
し
た
ち
に
出
来
る
事
」
で
、 

講

師
は
バ
ル
ナ
バ
瀬
山
会
治
司
祭
（
教

区
社
会
部
長
）。
30
名
参
加
。

◎
徳
島
聖
テ
モ
テ
教
会

　

11
月
21
日（
土
）
午
後
３
時
〜
５

時
ま
で
、秋
の
伝
道
集
会
と
し
て「
や

さ
し
い
お
話
と
歌
で
触
れ
る
キ
リ
ス

ト
教
『
神
様
ど
こ
に
い
る
の
？
』」

を
開
催
予
定
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
古
本

み
さ
司
祭
（
京
都
教
区
）、ワ
ー
シ
ッ

プ
ソ
ン
グ
：
三
木
亜
佐
子
姉
（
当
教

会
奏
楽
者
）。
参
加
費
無
料
。

　

９
月
22
日（
火
）、
神
戸
聖
ミ
カ
エ

ル
大
聖
堂
で
杉
野
達
也
司
祭
と
ミ
リ

ア
ム
上
原
ゆ
い
み
結
子
姉
（
沖
縄
教
区
三
原

聖
ペ
テ
ロ
聖
パ
ウ
ロ
教
会
信
徒
）
の

聖
婚
式
（
司
式
：
中
村
主
教
、
説
教
：

原
田
佳
城
司
祭
）
が
行
わ
れ
た
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

教
　
籍
　
移
　
動

瀬
戸
内
伝
道
区

徳
島
伝
道
区

神
戸
伝
道
区

2日
2日
5日
5日
7日
10日
10日
14日
14日
14日
16日
19日
20日
21日
29日
30日
31日

主　教
司　祭
伝道師
司　祭
伝道師
司　祭
伝道師
宣教師
司　祭
司　祭
司　祭
宣教師
宣教師
司　祭
司　祭
宣教師
司　祭

ウイリアムズ
長 嵜 　 泉
森 　 慶 三
岩 井 祐 彦
武 田 頼 夫
島 田 　 信
大石虎太郎
プレストン
水 野 　 功
貫 　 主 税
尾 形 虎 三
ホ ー ム ズ
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日時　2015年12月3日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　八代　　智

12月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

＊12月の記念逝去教役者＊

公　　示
日本聖公会神戸教区第83（定期）教区会を
下記のように招集します。

救主降生2015年９月16日
日本聖公会神戸教区　教区会議長
主教　アンデレ　中村　豊

記
日時：2015年11月23日（月）

午前８時から午後５時まで
場所：神戸聖ミカエル大聖堂
書記を下記のように任命します。

司祭　ペ テ ロ　中原康貴
執事　セバスチャン　浪花朋久
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教会歴史研究会
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